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１. 滝川市有林の概要①

滝川市有林 260ha

滝川市内 162ha 深川市内 98ha

深川市

滝川市

出典：国土地理院発行標準地図を使用
「国土数値データ(行政区画データ)」(国土交通省)(https:// nlftp.mlit.

go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N03-v2_3.html)を使用
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１. 滝川市有林の概要②【林種・樹種別面積割合】



１. 滝川市有林の概要③【人工林の齢級別面積割合】

12齢級以上

更新時期を迎えている



森林整備計画の作成に向けた調査を実施
広い区域の調査を効率的に行うため
【LiDAR搭載ドローン等を活用】

２. 取組までの経緯

○齢級が高く「計画的な森林整備」を行う必要がある
○一部が官行造林地で令和5年に契約終了し、滝川市が持分を買取
○担当職員の人数や経験の部分で単独での調査が難しい

森林室へ
協力依頼

【滝川市有林】



出典：国土地理院発行標準地図を使用

調査
区域

60.25ha
29.96ha
4.98ha

カ ラ マ ツ
73林班26小班
調 査 区 域

【森林整備対象区域（73林班）】

３. 取組の内容【調査概要①】



調 査 概 要

現地調査日 令和7年9月24日（水）

調 査 地 滝川市有林（深川市）73林班26小班

調 査 面 積 4.98 ha

樹種・林齢 カラマツ・62年生（1964年植栽）

調 査 機 関
滝川市・深川市・北空知森林組合
北海道（成長産業課・空知森林室）

使 用 機 器
・LiDAR搭載ドローン（マトリス350RTK・mapryM1レーザ）
・地上型LiDAR（mapry LA-03）

３. 取組の内容【調査概要②】



LiDARとは…
「Light Detection and Ranging」の略称で、レーザ光を照射し、その反
射光が戻ってきた時間や波長から物体の形状や距離を測定する技術の一つ

【地上型LiDAR mapry LA-03】

レーザ光により森林資源量や地形
情報等を歩くだけで計測できる

【LiDAR搭載ドローン mapry M1 】

LiDAR機器(白色部分)からレーザ光を照射
し対象森林の点群データを計測できる

３. 取組の内容【調査方法①】



表層高データ(DSM)と地盤高データ(DEM) 樹冠高モデル(DCHM)で何ができるのか

樹冠高モデル(DCHM)があれば、樹頂点が
わかるため、そこから本数と樹高が把握で
きる

表層高データ(DSM)－地盤高データ(DEM)
＝樹冠高モデル(DCHM)

表層高データ(DSM)

地盤高データ(DEM)

樹冠高モデル (DCHM)

３. 取組の内容【調査方法②】

この航空写真は、国土交通省国土地理院が
管理する航空レーザー測量データを使用



LiDAR搭載ドローンの飛行ルートを作成し
オートパイロットで対象林分データを取得

地上型LiDARを装着し調査区域内の一部を
歩きデータを取得
（調査区域では、約0.03haを計測）

３. 取組の内容【調査方法③】

【LiDAR搭載ドローン mapry M1 】 【地上型LiDAR mapry LA-03】



地上型LiDARで取得したデータを処理し
樹高と胸高直径から樹高曲線を作成

対象林分の材積量を把握するため、両方のデータを組み合わせる

３. 取組の内容【調査方法④】

【LiDAR搭載ドローン mapry M1 】 【地上型LiDAR mapry LA-03】

LiDAR搭載ドローンで取得したデータを
処理し対象林分全体の本数と樹高を算出

＋



項 目

調 査 結 果
森林調査簿(B)

(ha当たり)

調査結果と
森林調査簿の乖離

(A/B)
(4.98ha) (ha当たり)(A)

立 木 本 数 942本 189本 - -

平 均 樹 高 22.6m 22.6m 24.0m 0.94

平均胸高直径 31cm 31cm - -

総 材 積 1,105㎥ 222㎥ 298㎥ 0.74

３. 取組の内容【調査結果①】



３. 取組の内容【調査結果②】

調査結果から、73林班の森林整備対象の蓄積量を0.74倍で換算

項 目 森 林 調 査 簿 換 算 値

整備対象樹種 カラマツ

整備対象面積 60.25ha

蓄 積 量 19,446㎥ 14,634㎥

推定した全体の資源量を森林整備計画の作成や説明資料としてへ活用



滝川市さんの実際の感想などを入れたい…４. 成果

ICT技術を活用し、少ない人工数・時間で
広い面積を効率的に現況調査

ドローン等のデータを取得・分析
地形情報・蓄積量等を把握

ドローン等の技術の習得・普及
及び現況の把握

○現地作業がかなり
省力化された

○恒常的に使用できれば
有用だと感じた

最新の現況を把握

長期的な整備計画策定・事業の実施



LiDAR搭載ドローンによる調査には課題も…

５.課題

ドローン等の知識・技術等
（設定や操縦・法律関係）

②費 用① 知 識 ・ 技 術 ③データ処理
パソコンなどでの作業に
時間がかかる上に複雑

LiDAR搭載用のドローンや
その他備品等が高額



滝川市の取組

６. 今後の展望

普及指導員としての展開

○研修等によってドローン技術に
対する理解を深め、今後の市町
・森林組合での活用に繋げる

○令和9年から12年間、計画的な
伐採と造林を進めていく

AG研修でのLiDAR搭載ドローンの説明滝川市との打合せ



ご清聴ありがとうございました


